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臨港道路 ・ 出島海 田 線 「海田 大橋 」 海 上 下 部 工 事

　臨港道路 「出島 ・
海 田線」 は ， 広島港の 宇品 ・出島地 区

と広島市 の 東隣，海田町東部流通 セ ン ター （昭和59年埋立

完成） と を結 ぶ 5．5km の 臨港道路 で あ っ て，広 島港 東部

地区 に お け る港湾関連交通 の 円滑化 に寄与す る に と ど ま ら

ず，背後 の 都市内交通 の 混雑緩和 をも解消す る ね らい があ

り， 昭和56年 4 月 の 広 島港港湾計画 に 採択 され た。ま た，

こ の 路線は長期計画 と して，広島都市圏幹線道路網 の 中で

国道2 号東広 島バ イ パ ス か ら広島岩国道路を東 西 に 結 ぶ

「広島南道路」 の
一

部 と して 位置 づ け られ て い る （図一 1

参照）。ロ 絵写真も参照 し て 下 さい 。

　出島 ・海 田線 の うち 東部分約 2・6k 皿 を第 1 期 工 事 ・海

田大橋架橋事業 と して 昭和56年度 か ら事業着手 して い る が，

そ の うち 1．2km は渡海橋 と なる。架橋計画をたて る に際

して ，海 上部は水 深が大 で あ り，海底地盤 は軟弱 な沖積 シ

ル ト層 が 厚 い こ と（図一2 参照）， 海田湾奥部に は 石油 ・ガ

ス 基地 お よ び コ ン ク リ
ートプ ラ ン ト等が あ り， こ の 関連 の

大型船舶 の 出入 が頻繁 で あ る こ と ， さ ら に高圧 架空送 電 下

で の 作業 となる こ とな ど， 種 々 の 制限を受ける こ と と な る 。

し た が っ て ，昭和56 ・57年度 に わ た り 「海田大橋計画技術

委員会」 （委員長 ：松崎彬暦 本州 四 国連絡橋公 団副総 裁）

に よ り， 経済性 ， 施工性，美観等 の 見 地 か ら種 々 検討 を行

い ，上 部 工 は鋼床 版 連続箱 桁 橋，下 部工 は基礎 を オ
ープ ン

ケーソ ン と した。特 に海上部の 基礎工 法 に つ い て は施 工 実

績をもふ ま え て ， プ レ キ ャ ス ト ・オ ープン ケ 9・ソ ン （以下

PC ケ
ー

ソ ン と呼ぶ ）一括吊込 み 工 法を選定した 。

　海上 部橋脚 は 11基あ り， 建設地点 は い ずれ も水深が10m

以上 で，海底 の 軟弱 シ ル ト層 の N 値 が 0 〜 4 程度で 約16m

厚 さが あ り，そ の 下 層 は 洪積砂礫層 が所 々 で 薄い 粘土層 を

介在しっ っ 次第に 密 に な っ て い る
。 支持層 は 主橋梁部 P

10， P ！l橋脚で T．P．− 60m そ の 他で T ．P．− 55m と した。

PC ケー
ソ ン の 施 工 手 順 は図一 3 の とお りで あ るが，（4）の

3000t 吊級起重機船 （FC と略す）に よ る現地 吊込 み沈設

時 にお い て ， PC ケ
ー

ソ ン の 位置の ず れ，傾斜の 調整お よ

び 仮定着完了 の 確認 が 主要点 で あ る。

　PC ケーソ ン
ー
括吊込 み 工 法 の 利点 は， 当現地 の よ うな

狭海域に お い で 短期間で現地据付 け が出来て ， 工期 ・ 工費

の 節減 とな る こ とで ある が ，
PC ケーソ ン の 高さお よび重

量 は ， 仮定着す る深度が水面下30m で あ る こ と， 現在あ る

起重機船 は 最大 3　OCO　t　rwで あ る こ と よ り， 32m 程度 ・

3000t 未満 に な る よ う設計 して い る 。

　沈設時 の ケ
ー

ソ ン の 釣合状況 ， 姿勢制御，そ の 他，護岸・

鉄 塔 と近 接施工 とな っ た P13 ケ ーソ ン の データ は収集中 で

あ り， 機会があ れ ば報告する つ も りで い る。 ま た ， 来年度

以降も同工 法 に よ る施 工 を行 う予定で あ るが ， こ れ ら は河

戮
・

図一1　海 田大橋平 面図 お よび位置 図

80 土 と基礎，34− 4 （339）
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　 　 　 図一2　 P11橋脚構造 図

（1）ケーソン陸上製作

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ニ ュ
ース

川 部 とな る た め ， ケーソ ン の 平面 形状 を小 判形 と し て い る

の で 施工 に際して は種々 検討すべ き項 目 が あ る と思 わ れ る。

■設計条件

　1） 道路構造規格 3 種 1 級 （将来 2 種 1 級 に対応 可 能）

　2） 車線数　　　4 車線 （幅員16．5m ）

　3） 設計速度　　60　km ！h （将来 80　km ！h に対応可能）

　 4）　 ラ ン プ規格　 C 規格

　5） 設計荷重 　 TL − 20お よ び TT − 43

■主径間部設計諸元

　1）　橋　長　　　　550m

　2）　主径間割　　　150m ＋ 250 皿 ＋ 150m

　3） 上部工 形式　　 3径間連続鋼床版箱桁

　4） 下部工 形式　　オ
ープ ン ケー

ソ ン基礎

（2）海上・施工用 ・支持枠据付
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．　 図一3 海上部橋脚 工 事施工 手 順
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